
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6月に発生した大阪北部地震によりブロック塀等の安全性が社会問題化する中、日野市では「ブロック塀などの撤去工事

および改良工事に係る補助制度」を平成30年9月28日に制定しました。 

 
 
 
 
 
 

適用される要件や工事内容など交付要領があります。詳細については日野市 HP をご参照願います 

http://www.city.hino.lg.jp/kurashi/annzen/saigai/sonae/1010293.html ⽇野市HP ページID 1010293 

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 

平成30年第3回日野市議会定例会が、9月3日から9月28日まで開

催されました。今議会では平成29年度日野市一般会計決算および特別

会計決算の認定を中心に活発な議論が交わされました。 

また平成30年度日野市一般会計補正予算（第3号、第4号）の審議、

および一般質問は22名の議員が行いました。今議会で提出された議案

については賛成多数で可決しております。 

以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

Ⅰ．平成29年度⽇野市会計別決算（歳出）並びに⼀般会計（歳出）について 

Ⅱ．ブロック塀などの撤去⼯事および改良⼯事に係る補助制度について 

2018 年 秋号 No.3 

補助対象工事 
１ｍあたりの 

標準単価 
補助率 上限額 

補助の例（10m の塀の場合） 

(注)実際にかかる工事費によって異なります。 

撤去工事 １２，０００円 ３／４ １２万円 
補助金：９万円（自己負担：３万円） 

 （計算：12,000 円×10m×3/4） 

フェンス等設置工事 ３０，０００円 ３／１０ １２万円 
補助金：９万円（自己負担：２１万円） 

 （計算：30,000 円×10m×3/10） 

生け垣設置工事 １９，０００円 ２／３ １５万円 
補助金：１２万６千円（自己負担：６万４千円） 

 （計算：19,000 円×10m×2/3） 

 

■平成30年第３回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1000873.html ⽇野市HP ページID 1000873 

■平成29年度決算についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shisei/gyozaisei/yosan/kessan/index.html ⽇野市HP ページID 1005100 



 

「生活困窮世帯への子育て支援」。いわゆる「日野市子どもの貧困対策に関する基本方針」をもとに、
日野市が行っている支援や体制について問う 

1．「望まない妊娠」対象者など相談窓口の体制について 

●島谷ひろのり議員 
過去、年間数件発生している「未受診の飛び込み分娩や自宅出産」のケースでは、「何かしらの困難」を抱えて

いる方々が多いことが要因としてある。現状、「妊娠で悩みや不安を抱える方」からの問い合わせ件数が０件であ
ることを鑑み、「相談窓口」の周知に向け、もう一段の啓発活動が必要だと考える。 

他市では、妊娠の可能性があるなど「悩みを抱えている」女性への配慮として「啓発・相談カード」を女子ト
イレ内に設置することを施設などにご協力いただき対応している。日野市でも取り入れてはどうか？ 

◆日野市 
健康課では面接を受けていない方を含め、これから妊娠する可能性のある方に向けて、東京都が行っている

妊娠の電話相談窓口である「妊娠相談ほっとライン」の紹介をしている。 

市としては生活保健センターのカウンターにパンフレット設置し、周知に取組んでいるが、現在のところ相
談を受けた実績はない。今後については当該パンフレットの設置場所を含め、医療機関や公共施設など関係機
関に積極的に広げてまいりたい。 

２．学童クラブでの「昼食提供」について 

●島谷ひろのり議員 
「長期連休期間」の子どもたちの生活状況。「生活困窮世帯」

の子どもたちにとって「食事、栄養の確保」は大きな課題の一つ。
また「生活困窮世帯」でなくても、「共働き世帯」が増加傾向に
より社会背景も変化しており、仕事と育児の両立支援は検討す
べきテーマとして優先順位が上がっている。 

学童クラブの利用時間については拡張を図り充実してきては
いるものの、小学校長期連休期間の「昼食提供」については、「学
童クラブ」利用世帯の保護者から、要望も多いと認識している。 

日野市での実現の可能性について、伺いたい。 

◆日野市 
学童クラブでの昼食提供について、東京都26市に目を向ける

と、一部の学童クラブだけで実施している市も含め、12市で昼
食提供を実施している。 

実施方法として多くの場合、父母会等で注文をとりまとめ、
昼食提供事業者に発注し事業者から学童クラブに納品される
流れになっており、市の財政負担は無く、また、学童クラブ職
員のかかわりも納品されたお弁当を配膳する程度と、夏休み等
に長時間の育成を行う学童クラブ職員への負担に配慮された
ものとなっている。 

「アレルギーのある児童への対応ができない」「台風や積雪
によって、急きょ昼食提供の中止の際に混乱がある」など、解
決すべき課題もありますが、夏休み期間等のお弁当作りに負担
感を持っている保護者がいらっしゃることや他市の実施状況
を踏まえ、研究・検討に取り組んでいくことが必要であると考
えている。 

 
 
 
 
 
 

 

Ⅲ．島⾕ひろのり⼀般質問（概要） 

＜参考情報＞  

奈良市において、平成30年度の夏休

みから、市内43か所の全学童クラブ

で昼食を提供する事業が開始されま

した。 

この事業は、児童の健全育成及び保護

者がゆとりをもって児童に向き合え

るための支援を行うこと等を目的に、

申請のあった保護者に給食と同程度

の1食250円をご負担いただき、市が

100円程度を補助し、委託を受けた民

間事業者が配食する仕組みで、約

7,500万円の予算が組まれています。 


